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坪井夏美さん応援レポート
パルテノン多摩

ニューイヤーコンサート 2016
2016年１月９日（土） パルテノン多摩 大ホール

新春を飾るニューイヤーコンサート

パルテノン多摩。多摩センター駅から続く緩い上り
の大通りを歩いて行くと、目の前に特徴ある建物
がそびえ立つ。ギリシャのパルテノン神殿に似てい
るということで名付けられた愛称が、すっかり定着
した、多摩ニュータウン地域の文化の殿堂である。

新春を飾る「パルテノン多摩ニューイヤーコンサー
ト2016」、様々なコンクールに入賞した若手演奏家
に演奏機会が提供される「フレッシュ名曲コンサー
ト」シリーズである。
坪井さんは「第12回東京音楽コンクール弦楽部門
第１位」として登場。ヴァイオリン・ソリストとして、
メンデルスゾーンのヴァイオリン協奏曲を演奏する。
指揮は川瀬賢太郎氏、管弦楽は、坪井さんがコン
クールのときにもご一緒した思い出深いオーケスト
ラ、新日本フィルハーモニー交響楽団のみなさん
である。
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メンデルスゾーンの代表曲を優美にかつ丁寧に

コンサートはヨハン・シュトラウス２世「こうもり」序曲
よりスタート。ニューイヤーコンサートの定番ともい
える楽曲、軽やかなリズムに心も弾む。

２曲目、坪井さんの登場だ。本日はあでやかな青緑
色のドレスで。大きな舞台によく映える。
メンデルスゾーンのヴァイオリン協奏曲は、メンデ
ルスゾーンの代表曲であり、ヴァイオリンコンチェル
トとしても名高い名曲。どのように演奏してくれるか
楽しみだ。

開演前のホールの様子

よく知られる美しい旋律から演奏が始まる。
哀愁をただよわせながら優美に、音を大切にした
丁寧な演奏が続く。哀しく唄うような第２楽章、哀
感から一転、楽しく跳ね回るような第３楽章。
オーケストラをバックに、堂々の演奏。
小柄な坪井さんが大きく感じられる。
おなじみの曲を、たっぷりと美しく響きわたらせ、
満場の拍手を浴びる坪井さん。

休憩後は、ドヴォルザークの「新世界より」。
アンコール曲は新春おなじみの「ラデツキー行進
曲」、川瀬賢太郎氏のエネルギーあふれる指揮に
鼓舞され、客席もおおいに盛り上がりながらの終
演となった。
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集中して、オーケストラの音を楽しみながら・・・

音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

＜コンサート概要＞
◆出演
指揮：川瀬賢太郎
ヴァイオリン：坪井夏美（第12回東京音楽コ
ンクール弦楽部門第１位）
管弦楽：新日本フィルハーモニー交響楽団

◆曲目

ヨハン・シュトラウスⅡ世：喜歌劇「こうもり」
序曲
メンデルスゾーン：ヴァイオリン協奏曲ホ短
調作品64
ドヴォルザーク：交響曲第9番ホ短調作品
95 「新世界より」

アンコール
ヨハン・シュトラウスI世: 「ラデツキー行進曲」

終演後、坪井さんに話を聞いた；

－メンコン（メンデルスゾーンのヴァイオリン・コンチェルト）
を弾くというのは；

「・・・メンコンは誰もが知っていて、愛好される方も多く、ま
た、たくさんの名演が存在している曲ですので、みなさん
の曲に対する期待値が高いというプレッシャーがありまし
た」

「・・・メンコンは、とても美しい曲なので、余計なことをせず、
シンプルに美しく、確信をもって演奏することだけを考えて
いました。

オーケストラと一緒なので様々な楽器の音色を楽しんで演
奏したいなと。でも、本番中は何も考えずに弾いていました
けど（笑）」

－大きくきれいに響いていましたよ；

「・・・リハーサルやゲネプロよりも、本番が一番楽しく弾け
ました。リハの時には緊張してしまったのですが、本番は
緊張することなく集中だけして。オーケストラの音をよく聴
いて楽しんで弾けたと思います。」

この３月には
東京藝術大学を卒業し、
４月からは大学院へと
進学される予定である。

坪井さん、素敵な演奏でした。
今年もまた、
たくさんの美しい音色を
聴かせてください！

指揮者の川瀬賢太郎氏と楽屋で

コンサートマスター西江辰郎氏と楽屋で

４日前には卒業試験を兼ねた卒業演奏会を終えたばかり
の坪井さん、大きな本番が重なり、新年は緊張の日々だっ
たとのこと。
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【コンサート・フライヤー（表）】
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【コンサート・フライヤー（裏）】
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【コンサート・プログラム】


